
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2月 20日（木）水戸市ザ・ヒロサワ・シティ会館において、「第 42回定期地本委員

会」を開催しました。定期委員会には、ＪＲ東労組本部、バス関東本部、ＪＲ東労組首都

圏協議会からご来賓にお越しいただき、２０２5ＪＲ総連春闘や武蔵小金井駅で発生し

た不当処分・不当転勤問題、安全問題、組織拡大の教訓などについて、あいさつをい

ただきました。 

定期委員会では、バス土浦分会での組織拡大についての発言や新規加入した組合

員からの加入に至った経緯や出向していた当時の苦労など会社に対する意見、組織

強化拡大の必要性、また、若手の退職者が続いている問題や輸送総合システム業務

の集約の問題点などの発言がありました。 

全組合員で２０２5ＪＲ総連春闘をつくり出し、要求満額獲得のためにたたかう意思

統一を行いました。 

そして、運動方針、暫定予算、労働協約・協定集、特別決議、委員会宣言を満場一致

で確認しました。 

最後に、村田執行委員長の団結ガンバローで 2025JR総連春闘勝利、武蔵小金

井駅における不当処分・不当転勤の裁判勝利に向けて水戸地本全体でたたかうこと

を確認しました。 
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